
「女性活躍加速のための重点方針 2019」 

Ⅱ あらゆる分野における女性の活躍 

５．あらゆる分野における女性の参画拡大・人材育成 

a）理工系分野への女子生徒等の進路選択や女性

の社会参加を促進するためのアプローチ 

(文部科学省説明資料) 

令和元年９月18日

資料10

男女共同参画会議
第21回重点方針専門調査会

（通し番号163） 
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自
然

科
学

(理
学

)
(工

学
)

(農
学

)
(保

健
)

人
文

科
学

社
会

科
学

学
部

修
士

博
士

女
子
中
高
生
の
理
系
進
路
選
択
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
大
学
等
と連

携
し
た
科
学
技
術
人
材
育
成
活
動
の
実
践
・環
境
整
備
支
援
）

○
女

性
が
科
学
技
術
分
野
に
進
む
上
で
将
来
像
が
描
き
に
く
い
。

○
自

然
科
学
系
の
学
部
・
大
学
院
に
占
め
る
女
性
の
割

合
は
、
人
文
・
社
会
科
学
に
比
べ
て
低
い
。

◯
多

用
な
視
点
や
優
れ
た
発
想
を
取
り
入
れ
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
女
性
の
活
躍

が
不
可
欠

。

「
第

5
期
科
学
技

術
基
本
計
画
」（
抄
）（
平
成

2
8年

1
月

22
日

閣
議

決
定
）

・国
は
、
次
代
を
担
う
女
性
が
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
連
し
て
将
来
活
躍
で
き
る
よ
う
、
女
子
中
高
生
や
そ
の
保
護
者
へ
の
科
学
技
術
系
の
進
路
に

対
す
る
興
味
関
心
の
理
解
を
深
め
る
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
関
係
府
省
や
産
業
界
、
学
界
、
民
間
団
体
な
ど
産
学
官
の
連
携
を
強
化
し
、
理
工
系

分
野
で
の
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
社
会
一
般
か
ら
の
理
解
の
獲
得
を
促
進
す
る
。

「
第

4
次
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
」（
抄
）
（平

成
2
7年

1
2月

2
7日

閣
議

決
定
）

・
大
学
、
研
究
機
関
、
学
術
団
体
、
企
業
等
の
協
力
の
下
、
女
子
児
童
・
生
徒
、
保
護
者
及
び
教
員
に
対
し
、
理
工
系
選
択
の
メ
リ
ッ
ト
に
関
す
る
意
識
啓

発
、
理
工
系
分
野
の
仕
事
内
容

、
働
き
方
及
び
理
工
系
出
身
者
の
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
理
解
を
促
す
。

「
未

来
投
資
戦
略

2
01

8
―

「
S

o
c
ie

ty
5
.0
」
「デ

ー
タ
駆
動
型
社
会
」
へ
の
変

革
―
」（
抄
）（
平
成

30
年

6月
1
5日

閣
議
決
定
）

・
女
子
生
徒
等
の
理
系
分
野
へ
の
進
路
選
択
を
促
進
し
、

A
I 
を
含
む
先
端
的
な
分
野
等
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
、
全
国
の
地
方
公
共
団

体
・
学
校
等

に
お
け
る
多
様
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
提
示
、
女
子
生
徒
を
対
象
と
し
た
出
前
授
業
な
ど
の
取
組
を
行
う
。

（
参
考
）

学
部
学
生
・
院
生
に
占
め
る
女
性
の
割
合

(％
)

・
女
子

中
高
生
の
理
系
分
野
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
、
適
切
に
理
系
進
路
を
選
択
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
地
域
で
継
続
的
に
行

わ
れ

る
取

組
を
推
進
。

・
女

子
中

高
生
の
適
切
な
進
路
選
択
を
通
じ
た
、
女
性
の
多
様
な
分
野
で
の
活
躍
。

・
科

学
技

術
分
野
で
の
女
性

の
活
躍
に
よ
り
、
我
が
国
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
。


採

択
期

間
：
2
年
間


実

施
規

模
：
2
2
拠
点
大
学
・
高
専
等
を
含
め
た
連
携
機
関
等

（
う
ち
新
規

1
7
件
程
度
）


支

援
額

上
限
：
1
5
0～

3
00
万
円
／
機
関
・
年


対

象
：
女

子
中
高
生
、
保
護
者
、
教
員


内

容
：
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
、
実
験
、
出
前
講
座
、
理
系
キ
ャ
リ
ア
相
談
会
等

プ
ロ
グ
ラ
ム
実

施
例

の
イ
メ
ー
ジ
図

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
実
験

、
理
系
キ
ャ
リ
ア
相
談

会
等

大
学
・

高
専
等

研
究
機
関

教
育
委
員
会

民
間
企
業

中
学

校
/
高

校

出
前

講
座

等

小
学
校
の
先
生

の
授
業

4%
中
学
校
の
先
生
の

授
業

9%

高
校
の
先
生

の
授
業

22
%

両
親
や
兄
弟
姉
妹
な
ど

近
親
者
の
影
響

22
%

日
本

の
科

学
者

の
活

躍
を

知
っ
て

2%

世
界

の
科

学
者

の
活

躍
を
知

っ
て

1%

自
身
の
自
然
体

験
や
気
づ
き

21
%あ
て
は

ま
る
も
の

が
な
い

19
%

出
典

：
日

本
ロ
レ
ア
ル

に
よ
る
「
理

系
女

子
学

生
の

満
足

度
に
関

す
る
意

識
調

査
」
（
平

成
2
6
年

8
月

）

（
参
考
）
女
子
学
生
が
理
系
の
進
路
を
選
択
し
た
理
由

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

国
連
携

機
関

等

運
営
費

交
付
金

採
択

令
和

2年
度
要
求
・要
望
額

50
百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

43
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

令
和
元
年
度
（
速
報
）学

校
基
本
調
査
よ
り
作
成

※
（
保
健
）
は
医
・歯

・薬
学
系
の
合
計

＜
取

組
内

容
の

特
徴

＞

1
.
事

業
運

営
の

基
盤

を
構

築
産
学
官
連
携
に
よ
り
、
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
社

会
全

体
の

理
解
を
促
進
、
多
様
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
提
示
。

2
.
文

理
選

択
に
迷

う
生

徒
の

興
味
を
喚
起

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
実
験
等
に
加
え
、
積
極
的
な
学
校
訪
問

に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
実
施
。
理
系
の
進
路
選
択
に
関

心
が

薄
い
層

や
文
理
選
択
に
迷
う
層
に
対
す
る
、
興
味
関
心
の

喚
起
。
幅

広
い

視
点
か
ら
の
進
路
選
択

に
寄
与
。

3
.
保

護
者

・
教

員
等

へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ

進
路
選
択
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
保
護
者
や
教

員
向

け
の

取
組

を
積

極
的

に
実

施
し
、
興

味
関

心
の

早
期

定
着

を
図

る
。

4
.市

区
町

村
規

模
の

設
定

地
域
を
絞
っ
た
活
動

を
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
機
関
の

参
加

を
促

進
。
市

区
町

村
教

育
委

員
会

と
連

携
し
、
学

校
行

事
へ

の
活

用
や
学
校
訪
問
機
会
の
増
加

。
支
援
終
了

後
も
規
模
を
維

持
し
た
事

業
継

続
を
目

指
す
。

事
業

概
要

背
景

・
課

題

1
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